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＜連絡事項＞
・退院患者様の私物確認の連絡があった際には、ＳＷへ対応を依頼せず病棟で対応して下さい。分からないと返答する事がないよう、私物の確認を行って下さい。
・盛岡医療福祉スポーツ専門学校より精神保健福祉士実習の依頼があり、実習生を受け入れることになりました。
実習生：坂上　律子　

担　当：西舘　翔子

期　間：7/13～7/28（うち12日間）

　　　北病棟実習日：7/17午後
＜患者様連絡事項＞
・齋藤　光枝様～八太郎山の家　木村様から連絡あり、施設での受け入れ可能と返答頂いています。7月中の入所でご家族と調整し、日時が決定次第連絡を頂く事としています。外来は当院通院となりますが、訪問看護は八太郎山の家で実施していくため、指示書の発行を行っていきます。
・坂本　福子様～青山荘宿泊体験に必要な物の購入の為、本日12：00～15：00スタッフ付き添いで外出へ行かれています。
・中村　豊様～治験実施に伴い、保佐人：兵藤様へも治験の説明を実施したい為、今週中の来院を依頼しています。治験は早急に開始となる為、説明後すぐに西病棟Ａユニットへ転出予定です。

・風穴　義信様～自宅引き払いの為、三戸便利サービスと五葉産業へ見積もり日時確認の連絡を行っています。

＜要注目患者様＞
・竹谷　龍道様～昨日準夜帯にて「退院したいけどどうしたら良い？」と確認あり。詳細を訴える事はありませんが、主治医と話し合って見るよう説明には応じています。
　　　　　　　　本日、午前中のプログラムには不調を訴え参加を渋る事はありますが、促しにてリハプロに参加することは出来ています。他者とも徐々に交流見られるようになっています。引き続き精神状態と他者との交流の様子を確認し、環境に慣れていけるよう介入していきます。

・原　吉郎様～食事は概ね摂取しプログラムも参加するが、体調については「いつもより悪い」と話す。独語は聞かれない。

























・滝田　英人様～幻聴・妄想に左右され「俺の退院はどうなっているんだ。妻の腹を見ないといけないんだ、子供が生まれるんだよ、面倒を見ないといけないだろうが」と訴える。幻聴に反する返答をすると、「じゃあ採血はどうなってるんだよ」と次々声高に訴え、大声での独語や叫ぶ様子見られている。日課は再三の声かけで実施するが、外出着のまま過ごす。

























・畑中　成夫様～「あの～、遠回りする事が近道になるって言う言葉がありますよね、私が昔（東病棟で）暴力を振るってたんですけど、それがそういうことだったんですけど、分かりますか」と聞いて来る。スタッフの確認には、「う～ん、神様が入ってきてやってたんですけど、今は入ってないですけど、暴力も絶対しないですけど、だから北病棟にも来れたんですけど…、分からないですか」と考えるようにしてホールに戻り書き物を始めるが、書き物を終えると再び来られ、自分は宗教（エホバの証人）に入っている。退院すればまた活動するが、自分は神様的存在なので他の人の様に家を回って歩くような活動はしない等の話をしている。神に関する発言が聞かれている為、精神状態と他者との関係について観察し、必要時には適宜介入していきましょう。
